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(16) (17) 『史料』三，467頁を参照． 
(18) 『史料』二，126～127頁を参照． 
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(37) 同上，480～481頁を参照． 
(38) 教導職については，拙著『立憲政体成立史の研究』
岩田書院，2004年3月，第三編第二章「教導職と教導関
連書籍」を参照． 
(39) 石川県は，能登国編入にともない，支庁を同国鹿島
郡所口（七尾）町に置いた（『史料』一，1971年3月，2
頁を参照）． 
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(44) 同上，3～4頁を参照． 
(45) 同上，3～6頁を参照． 
(46) 『史料』三，533～542頁を参照． 
(47) 『県史』四，119～120頁を参照． 
(48) 「地方三新法」については，前掲拙著『地租改正と
地方制度』，第二編第四章「地方三新法体制下における
町村の法的地位」を参照．
 
